
評価割合

40／100

⑴ 事業の目的や趣旨を理解した上で，現実的かつ効果的なアプローチ内容となっているか。 10

⑵ アンケートの実施方法について，働く女性の相談ニーズ把握に資する内容となっているか。
 ・ 結果分析に足る回答数の獲得が期待できる。
 ・ 調査の方向性と具体的な分析方法が示されている。

10

⑶ 相談の実施方法について，相談窓口及びニーズ調査として実効性のある内容になっているか。
 ・ 相談窓口運用について，活発な利用が期待できる運用方法となっている。
 ・ 働く女性の相談ニーズや必要な支援の把握につながる内容となっている。

10

⑷ 事業構築に向けた効果的な分析が期待できる内容になっているか。
 ・ アンケートの実施から集計，分析に至る一連の作業が合理的に構成されている。
 ・ 作業の目的が明確になっており，分析に資する十分な知識を有している。

10

30／100

⑴ スケジュールは実現可能かつ実効性の高い内容となっているか。 10

⑵ 業務処理に係る組織体制及び手法
 ・ 業務を確実に履行するため，責任者や各作業工程における役割分担等が具体的に示されている。 10

⑶ 業務に従事する者の氏名及び実務経験の経歴
 ・ 業務を確実に履行するため，業務に従事する者が資格や十分な実務経験を有している。 10

20／100

⑴ 相談業務の実施・運営実績を有している。 10

⑵ 市場・経済調査等の実施・分析実績を有している。 10

10／100
⑴ 事業経費の積算は適切であるか。
 ・ 積算根拠が明確である。
 ・ 費用項目が適正である。

10

 100/100

３ 法人としての業務実績に関すること

「女性のキャリアの保健室」ニーズ調査業務プロポーザル【評価基準】

４ 参考見積価格に関すること

審  査  項  目

小計②

２ 実施体制に関すること

１ 企画内容に関すること

小計①

小計➃

小計③

合計（①＋②＋③＋④）


